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福島第一原子力発電所の
廃止措置の最先端研究

～ デジタルツインの構築 ～
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デジタルツイン

• 複雑で簡単には見に行けない場所でも、PC上
で全体のイメージを把握することができる。

• 現場判断を支援し、安全で効率的な作業計画
立案に役立ちます。

• 情報を一か所にまとめて、とりこぼしなく、
知識を次の世代に継承することができる。

現場をパソコン（PC）の中に再現
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福島第一原子力発電所のデジタルツイン構築
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福島第一原子力発電所のデジタルツイン構築
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福島第一原子力発電所のデジタルツイン構築
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debrisEye（デブリアイ）

• 任意の角度・断面からプラントの状態を把握可能
• より臨場感のある形で確認できるVR版も開発
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debrisEye（デブリアイ）

• 事故後・事故前の情報もあわせて表示可能
• 事故進展を解明するためにも有用
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debrisEye（デブリアイ）

1号機

個々に得られた情報を1つにま
とめることで、全体的にどこま
で調査が進んでいるのかを把握
することができる。
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“見える化”のその先へ

• 廃炉作業検討には、“見える”だけでは不十分

• “中身”まで把握することで、確かな計画を立案可能

福島第一原子力発電所のデジタルツインで実現

見るから調べるまでを、スムーズに！
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福島第一原子力発電所デジタルツインの活用例

2号機 試験的デブリ取り出し(1回目, 2回目)

※ 1回目と2回目の取り出し位置の違いが分かるように同時表示
※グレーチングの損傷状況など、調査で明確に確認できていない範囲については未反映
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福島第一原子力発電所デジタルツインの活用例

採取されたサンプルの情報も、簡単に確認可能。
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福島第一原子力発電所デジタルツインの活用例

1回目の試験的取り出しの結果
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デジタルツインが支える廃止措置と機構が目指す未来

デジタルツインによる現場の見える化と的確な判断の支援により、
廃止措置の円滑な推進に貢献

-原子力機構が目指す未来-

安全を最優先に原子力の新たな価値を創造し、
2050年脱炭素社会を実現
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